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平成15年10月末現在の
人口の動き

●人口13,767人 前月比（＋024人）
前年比（＋030人）

男 6,848人（＋15人）
女 6,919人（＋09人）

●世帯数3,641世帯 前月比（＋03世帯）
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町長とのふれあいトーク 開催中 町長とのふれあいトーク 開催中 

Z
町
民
と
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
Y
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
膝
を
交
え
て
対
話
を
行
い
た
い
と
平
成
６
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」。

今
年
度
も
各
集
落
を
巡
回
し
15
集
落
で
の
開
催
を
終
え
、
各
集
落
の
皆

さ
ま
か
ら
行
政
に
対
す
る
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
せ
い
ろ
う
１
月
号
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

今
後
、
全
集
落
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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ど
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ど
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績
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介
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表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方

宮
　
澤
　
粂
　
雄

網
代
浜

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て

田
　
村
　
春
　
満

次
第
浜

聖
籠
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
と
し
て

町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

表
彰
状
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
方

安
　
達
　
鈴
　
子

島
　
村
　
重
　
春

桃
山

亀
塚

羽
　
賀
　
一
　
昭

藤
寄

手
　
島
　
秀
　
一

羽
　
賀
　
一
　
昭

大
　
野
　
助
　
昌

細
　
野
　
勝
　

堀
　
　
　
豊
次
郎

藤
寄
老
人
ク
ラ
ブ
　
長
生
会

亀
塚

藤
寄

山
諏
訪
山

網
代
浜

網
代
浜

交
通
安
全
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
者
と
し
て
、
財
団
法
人

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
よ
り
全
日
本
交
通
栄
誉
章
「
緑

十
字
銅
章
」
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
方

保
護
司
と
し
て
新
潟
県
保
護
観
察
所
長
表
彰
を
伝
達
授
与

さ
れ
た
方

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て
北
蒲
原
郡
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
方

老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
と
し
て
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
方

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
団
体

▲表彰された皆様

善
行
者
（
一
般
町
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
た
方
）

高
　
崎
　
邦
　
雄

亀
塚

直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
方

新
　
保
　
信
　
一

高
　
橋
　
喜
平
太

松
　
田
　
一
　
彌

遠
　
藤
　
博
　
志

出
　
戸
　
昌
　
治

渡
　
辺
　
　
　
登

渡
　
辺
　
三
　
弥

肥
田
野
　
勝
　
弘

杉
谷
内

蓮
潟

亀
塚

藤
寄

八
幡

網
代
浜

網
代
浜

真
野
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国
民
健
康
保
険
の
健
康
優
良
世
帯
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
世
帯

（
九
月
一
日
現
在
・
世
帯
主
名
、
各
世
帯
訪
問
に
よ
り
伝
達
表
彰
）

飯
島
　
ミ
イ

大
谷
　
定
義

有
田
ト
モ
イ

相
沢
　
イ
セ

渡
辺
　
　
一

相
馬
　
　
茂

土
田
　
敏
三

神
田
　
信
夫

渡
邉
　
秀
一

中
山
　
政
信

荻
野
　
幸
次

高
橋
キ
ツ
コ

田
村
　
博
良

高
橋
　
堅
一

泉
　
　
富
子

佐
藤
喜
三
郎

大
島
　
カ
ツ
ミ

平
入
　
正
男

高
松
　
功

加
藤
　
重
美

安
達
　
春
敏

蓮
潟

二
本
松

亀
塚

山
諏
訪
山

四
ツ
屋

山
大
夫

真
野

丸
潟

網
代
浜

亀
塚

外
畑

網
代
浜

次
第
浜

山
諏
訪
山

聖
中
ケ
丘

次
第
浜

亀
塚

亀
塚

亀
塚

真
野

桃
山

佐
藤
　
石
蔵

相
馬
　
正
博

廣
井
　
好
秋

吉
田
太
四
郎

吉
田
　
敏
雄

小
林
　
吉
三

渡
辺
　
源
司

石
井
　
誠

小
見
　
昭
平

本
田
タ
マ
子

大
岩
ア
キ
イ

渡
辺
　
真
一

石
井
　
吉
春

神
田
　
厚
生

志
賀
　
登
志
幸

鈴
木
　
鐵
二

田
村
　
孝
良

高
橋
　
ト
リ
エ

高
橋
　
仁
蔵

寶
寄
　
巌
夫

堀
　
　
留
吉

宮
下
タ
ケ
エ

岩
渕
　
政
良

渡
辺
　
　
稔

横
山
　
　
潔

小
畑
　
和
美

島
村
弥
寿
雄

大
倉
　
富
男

坂
上
　
節
子

三
枝
　
正
明

桃
山

山
大
夫

二
本
松

二
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谷
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潟
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二
本
松

次
第
浜

山
諏
訪
山

旭
ヶ
丘

網
代
浜

旭
ヶ
丘

二
本
松

網
代
浜

◆
15
年
間
無
受
診
世
帯

◆
13
年
間
無
受
診
世
帯

◆
９
年
間
無
受
診
世
帯

◆
７
年
間
無
受
診
世
帯

◆
６
年
間
無
受
診
世
帯

◆
５
年
間
無
受
診
世
帯

◆
４
年
間
無
受
診
世
帯

◆
３
年
間
無
受
診
世
帯

◆
２
年
間
無
受
診
世
帯

◆
１
年
間
無
受
診
世
帯

金
婚
夫
婦
に
よ
り
慶
祝
さ
れ
た
ご
夫
婦
（
四
月
一
日
現
在
）

二
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橋
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高
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吉

高
橋
ハ
ツ
ヱ

坂
上
　
　
稔

坂
上
　
文
江

渡
辺
　
信
一

渡
辺
　
ト
キ

瀧
山
巳
一
郎

瀧
山
　
　
文

二
宮
　
丈
二

二
宮
　
ミ
ネ

道
賀
新
田

真
野

真
野

真
野

本
三
賀

本
大
夫

本
大
夫

本
諏
訪
山

山
三
賀

二
本
松

二
本
松

二
本
松

二
本
松

二
本
松

二
本
松

蓮
野

諏
方
　
　
忠

諏
方
　
和
子

新
保
　
良
平

新
保
キ
ミ
子

星
野
　
末
一

星
野
　
ト
メ

遠
藤
　
寛
治

遠
藤
　
ム
ツ

本
田
二
惣
次

本
田
　
ヨ
セ

大
澤
　
　
修

大
澤
　
ア
イ

斎
藤
　
鉄
信

斎
藤
ス
ズ
イ

渡
辺
　
　
登

渡
辺
ヨ
ク
子

渡
辺
理
喜
造

渡
辺
ヒ
サ
ノ

北
見
　
重
一

北
見
ユ
キ
子

小
林
　
清
光

小
林
　
絹
江

高
松
喜
惣
一

高
松
　
ミ
ツ

細
貝
　
知
光

細
貝
　
英
子

宮
下
　
登
美
夫

宮
下
　
ナ
ツ

田
村
　
久
一

田
村
　
フ
ジ

杉
谷
内

杉
谷
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外
畑

藤
寄

藤
寄

蓮
潟
新
田

網
代
浜

網
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浜
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浜
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代
浜

亀
塚

亀
塚

亀
塚

次
第
浜

次
第
浜

受
賞
者
代
表
あ
い
さ
つ

田
村
春
満
様

▲
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「青少年に有害な図書等の　 
　   自動販売機等の規制に自動販売機等の規制に　関する条例関する条例」を制定しました 
「青少年に有害な図書等の　 
　   自動販売機等の規制に　関する条例」を制定しました 
「青少年に有害な図書等の　 
　   自動販売機等の規制に　関する条例」を制定しました 

条 例 の 趣 旨

― 青少年の健全育成 ―

青少年の健全育成の見地から、町内で図書などの自動販売機を設置する場合、

事業者名や設置場所、販売物の種類などを町長へ届け出なければならなくなりま

した。

条例制定の背景

― PTA、地域の方から要望 ―

新潟県の「青少年健全育成条例」では、いわゆる有害図書といわれる本やビデ

オ、ＤＶＤ、玩具などを自動販売機などで販売することは、未成年者が立ち入る

ことのできない場所を除いて禁止されています。しかしながら、実態としては新

潟県の取り締まりにも限界があり、また市町村にはほとんど権限がないのが現状です。

このため町内でも有害図書などの自動販売機が学校の通学路付近に設置される

ことがあり、小中学校ＰＴＡや地域の方から何らかの規制ができないかとの要望

があったことから条例を制定しました。

条例制定は、新潟県内で初めてです。聖籠町からの発信で、青少年健全育成の

輪が強くなることに期待しています。

条 例 の 内 容

― 自動販売機設置の届出 ―

図書などの自動販売機を設置しようとする場合は、販売等を開始する15日前まで

に自動販売機ごとに、以下の事項を記入した書類を町長に届け出ることとなります。

①設置者の氏名、住所および電話番号

②自動販売機等の設置場所

③自動販売機等の名称、機種および製造番号

④販売等を開始しようとする年月日

⑤自動販売機等の管理を代行する者（自動販売機等管理者）を置く場合は、そ

の者の氏名、住所および電話番号

⑥自動販売機等を設置する土地または建物所有者の氏名、住所および電話番号

⑦自動販売機等に収納する図書等の種類

設置者の責務

― 有害図書の販売禁止 ―

自動販売機等の設置者は、有害図書等を販売または貸付してはいけません。また、

自動販売機等管理者は有害図書等が収納された場合には、速やかに撤去の措置をと

らなければなりません。

町 の 対 応

― 撤去の指導・勧告 ―

町は有害図書等が販売または貸付されていることを発見したときは、自動販売

機等の設置者等に撤去等の指導または勧告ができます。また、これらの指導に従

わない場合は、氏名の公表と新潟県知事への通告をします。

さらに、必要に応じて資料の提出をもとめることや、立ち入り調査をすること

ができます。

この事務の取り扱いは社会教育課（町民会館内）になります。

お問い合わせ　社会教育課　T２７－２１２１
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ま
た
、
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し

ま
た
、
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し

ま
た
、
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し

や
す
い
も
の
は
取
り
除
く
か
囲
っ
て

や
す
い
も
の
は
取
り
除
く
か
囲
っ
て

や
す
い
も
の
は
取
り
除
く
か
囲
っ
て

補
強
し
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

補
強
し
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

補
強
し
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

除
雪
中
は
作
業
車
か
ら
は
見
え
に

除
雪
中
は
作
業
車
か
ら
は
見
え
に

除
雪
中
は
作
業
車
か
ら
は
見
え
に

く
く
、
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

く
く
、
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

く
く
、
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
作
業
車
に
は
絶
対
近

り
ま
す
の
で
、
作
業
車
に
は
絶
対
近

り
ま
す
の
で
、
作
業
車
に
は
絶
対
近

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
防
施
設
等
の
除
雪
は
、
広
域
消

消
防
施
設
等
の
除
雪
は
、
広
域
消

消
防
施
設
等
の
除
雪
は
、
広
域
消

防
署
や
地
域
の
消
防
団
が
行
い
ま
す

防
署
や
地
域
の
消
防
団
が
行
い
ま
す

防
署
や
地
域
の
消
防
団
が
行
い
ま
す

が
、
大
雪
等
に
よ
り
消
防
施
設
の
消

が
、
大
雪
等
に
よ
り
消
防
施
設
の
消

が
、
大
雪
等
に
よ
り
消
防
施
設
の
消

火
栓
や
防
火
井
戸
等
の
除
雪
が
難
し

火
栓
や
防
火
井
戸
等
の
除
雪
が
難
し

火
栓
や
防
火
井
戸
等
の
除
雪
が
難
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
を
未
然

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
を
未
然

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
隣
接
の
皆
さ
ん
の

に
防
ぐ
た
め
に
、
隣
接
の
皆
さ
ん
の

に
防
ぐ
た
め
に
、
隣
接
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

す
の
で
、
道
路
に
は
車
の
駐
車
や
放

す
の
で
、
道
路
に
は
車
の
駐
車
や
放

す
の
で
、
道
路
に
は
車
の
駐
車
や
放

置
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

置
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

置
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
雪
を
道
路
に
お
ろ
す
場
合

屋
根
の
雪
を
道
路
に
お
ろ
す
場
合

屋
根
の
雪
を
道
路
に
お
ろ
す
場
合

は
、
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ

は
、
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ

は
、
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。
屋
根
か
ら
道
路
に
自
然
落
下

さ
い
。
屋
根
か
ら
道
路
に
自
然
落
下

さ
い
。
屋
根
か
ら
道
路
に
自
然
落
下

し
た
場
合
も
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
場
合
も
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
場
合
も
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
朝
か
ら
の
除
雪
作
業
は
、
な
る

早
朝
か
ら
の
除
雪
作
業
は
、
な
る

早
朝
か
ら
の
除
雪
作
業
は
、
な
る

べ
く
短
時
間
に
行
う
た
め
除
雪
す
る

べ
く
短
時
間
に
行
う
た
め
除
雪
す
る

べ
く
短
時
間
に
行
う
た
め
除
雪
す
る

雪
は
道
路
の
端
に
押
し
の
け
る
方
法

雪
は
道
路
の
端
に
押
し
の
け
る
方
法

雪
は
道
路
の
端
に
押
し
の
け
る
方
法

を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
道
路

を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
道
路

を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
道
路

に
面
し
た
車
庫
や
門
の
前
な
ど
に
除

に
面
し
た
車
庫
や
門
の
前
な
ど
に
除

に
面
し
た
車
庫
や
門
の
前
な
ど
に
除

雪
さ
れ
た
雪
が
た
ま
り
ま
す
。
こ
の

雪
さ
れ
た
雪
が
た
ま
り
ま
す
。
こ
の

雪
さ
れ
た
雪
が
た
ま
り
ま
す
。
こ
の

雪
の
処
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

雪
の
処
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

雪
の
処
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

除
雪
さ
れ
た
路
上
へ
雪
を
消
雪
の

除
雪
さ
れ
た
路
上
へ
雪
を
消
雪
の

除
雪
さ
れ
た
路
上
へ
雪
を
消
雪
の

た
め
投
げ
出
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ

た
め
投
げ
出
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ

た
め
投
げ
出
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
車
や
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、
ス

い
。
車
や
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、
ス

い
。
車
や
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

リ
ッ
プ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

リ
ッ
プ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

道
路
脇
の
樹
木
は
雪
の
重
み
で
道

道
路
脇
の
樹
木
は
雪
の
重
み
で
道

道
路
脇
の
樹
木
は
雪
の
重
み
で
道

路
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
作
業
の
妨

路
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
作
業
の
妨

路
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

げ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

げ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
樹
木
（
特
に
竹
）
は
、
枝
切
り

よ
う
な
樹
木
（
特
に
竹
）
は
、
枝
切
り

よ
う
な
樹
木
（
特
に
竹
）
は
、
枝
切
り

等
を
お
願
い
し
ま
す
。

等
を
お
願
い
し
ま
す
。

等
を
お
願
い
し
ま
す
。

車
庫
の
出
入
口
に
設
置
し
て
あ
る

車
庫
の
出
入
口
に
設
置
し
て
あ
る

車
庫
の
出
入
口
に
設
置
し
て
あ
る

乗
入
れ
板
等
は
除
雪
時
に
重
大
事
故

乗
入
れ
板
等
は
除
雪
時
に
重
大
事
故

乗
入
れ
板
等
は
除
雪
時
に
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
の
で
必
ず
撤
去
し
て
く

に
つ
な
が
る
の
で
必
ず
撤
去
し
て
く

に
つ
な
が
る
の
で
必
ず
撤
去
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
交
通
安

冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
交
通
安

冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
交
通
安

全
や
災
害
の
未
然
防
止
等
を
考
え
て

全
や
災
害
の
未
然
防
止
等
を
考
え
て

全
や
災
害
の
未
然
防
止
等
を
考
え
て

行
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
要
望
に
は

行
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
要
望
に
は

行
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
要
望
に
は

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
た
め
道
路
除

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
た
め
道
路
除

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
た
め
道
路
除

雪
へ
の
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

雪
へ
の
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

雪
へ
の
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

各
集
落
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

各
集
落
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

各
集
落
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

し
ま
す
。

し
ま
す
。

し
ま
す
。

道
路
等
の
除
雪
作
業
は
、
早
朝
か

道
路
等
の
除
雪
作
業
は
、
早
朝
か

道
路
等
の
除
雪
作
業
は
、
早
朝
か

ら
行
い
ま
す
。
道
路
に
車
を
駐
車
し

ら
行
い
ま
す
。
道
路
に
車
を
駐
車
し

ら
行
い
ま
す
。
道
路
に
車
を
駐
車
し

た
ま
ま
放
置
し
て
あ
り
ま
す
と
除
雪

た
ま
ま
放
置
し
て
あ
り
ま
す
と
除
雪

た
ま
ま
放
置
し
て
あ
り
ま
す
と
除
雪

作
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
ま

交
通
事
故
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
ま

交
通
事
故
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
す
。
す
。地

域
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま

地
域
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま

地
域
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま

除
雪
の
要
望
・
苦
情
は

除
雪
の
要
望
・
苦
情
は

除
雪
の
要
望
・
苦
情
は

区
長
さ
ん
を
通
じ
て

区
長
さ
ん
を
通
じ
て

区
長
さ
ん
を
通
じ
て

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

安
全
で
円
滑
な
道
路
除
雪
の
た
め
に

次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
に
車
を
駐
車
し
な
い

道
路
に
車
を
駐
車
し
な
い

道
路
に
車
を
駐
車
し
な
い

屋
根
の
雪
に
責
任
を
も
つ

樹
木
の
枝
切
り

消
防
施
設
の
除
雪
を

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い

車
庫
・
門
前
の
除
雪
に

ご
理
解
を

危
険
な
も
の
、
壊
れ
や

す
い
も
の
は
取
り
除
く

除
雪
作
業
車
に
は

近
づ
か
な
い

道路
除雪

役場ふるさと整備課
T27－2111
県新発田土木事務所
T22－5111
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火災には初期消火が 
　　　　　　　大切です 
火災には初期消火が 
　　　　　　　大切です 

火
災
に
備
え
、い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
消
火
器

や
消
火
栓
な
ど
の
使
い
方
を
地
域
の
人
に
も
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
杉
谷
内
集
落
消
防
団
が
消
火
訓

練
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
こ
の
訓
練
に
は
集
落

か
ら
約
五
十
名
が
参
加
。
消
火
器
を
使
用
し
て
実

際
の
消
火
や
、
消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
放
水

す
る
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

家
に
い
る
可
能
性
が
高
い
主
婦
や
高
齢
者
が
訓

練
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
初
体
験
者
が
多
く
、

新
発
田
広
域
消
防
署
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
注
意
深

く
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

「
な
ん
と
な
く
使
い
方
は
わ
か
っ
て
い
た
け
ど
、

実
際
に
や
っ
て
み
る
の
は
違
う
。
水
圧
が
思
っ
た

よ
り
す
ご
か
っ
た
で
す
」
な
ど
参
加
者
は
め
っ
た

に
で
き
な
い
体
験
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

杉
谷
内
で
消
火
訓
練

交　通 
安　全 
交　通 
安　全 
Ｎ
ＥＷＳ
Vol 20

『
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
県
民
運
動
』

の
一
環
と
し
て
、
聖
籠
町
で
は
毎
年
、
高
齢
者

対
象
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
十
月
中
に
学
区
ご
と
三
回
に
分
け
て
開

催
し
、
約
百
五
十
名
の
高
齢
者
が
参
加
し
ま
し

た
。
教
室
で
は
新
発
田
警
察
署
の
講
話
で
、
明

る
い
服
装
や
反
射
材
の
効
果
、
交
通
ル
ー
ル
の

大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
町
交
通
安
全
指
導
員
に
よ
る
ゲ
ー
ム
な

ど
で
自
分
た
ち
の
運
動
能
力
や
反
応
時
間
を
試

す
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
に
比
べ
思
う
よ
う
に
反
応
で
き
な

い
こ
と
を
体
験
し
た
参
加
者
は
事
故
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
実
感
し

て
く
れ
ま
し
た
。

高
齢
者交

通
安
全
教
室

高
齢
者
の

み
な
さ
ん

高
齢
者
の

み
な
さ
ん

高
齢
者
の

み
な
さ
ん

こ
れ
か
ら
も
無
事
故
で

12月11日～12月31日 

年末の交通事故防止運動 

【運動の重点】 
●高齢者の交通事故防止、特に歩
行中、自転車乗用中の事故防止 
●交差点における安全確認の徹底 
●飲酒運転の追放 

10 月 １月～10月（累計）

町の交通事故
発生状況

区分

年

平成15年

平成14年

増　減

発生件数

11

6

＋5  

死者数

2

1

＋1

傷　者

12

6

＋6

発生件数

110

108

＋2

死者数

5

4

＋1

傷　者

141

142

△1

交通安全に関することは

役場生活環境課

T２７－１９６２（直通）
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12
《保健福祉事業》

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ
お問い合わせ先

町役場　　　　　T２７－２１１１

町民会館　　　　T２７－２１２１

図書館　　　　　T２７－６１６６

保健福祉センターT２７－６５１１

診療所　　　　　T２７－１２３４

水道課　　　　　T２７－５１４１

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

２
日
・
全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会

・
道
路
整
備
の
促
進
を
求
め

る
全
国
大
会

３
日
・
新
潟
県
町
村
長
研
修
会

・
全
国
町
村
長
大
会

４
日
・
全
国
石
油
備
蓄
基
地
市
町

村
連
絡
協
議
会
陳
情

・
水
産
業
振
興
、
漁
村
活
性

化
推
進
大
会

６
日
・
蓮
潟
老
人
ク
ラ
ブ
敬
老
会

７
日
・
第
22
回
聖
籠
町
親
善
剣
道

大
会

９
日
〜
16
日

・
12
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

18
日
・
郡
町
村
会
12
月
定
例
会

・
農
家
組
合
長
会
議

19
日
・
区
長
会
議

ところ　保健福祉センター
◆心配ごと相談
3日v 17日v １月７日v
◆弁護士相談（要予約）25日w

町社会福祉協議会
T27－6767
◆行政相談 ９日u
午前９時30分～11時30分
役場総務課

T27－2111
◆乳幼児健康診査・各種学級
○妊婦学級（後期）
９日u午前９時30分～
○育児相談会
15日t午前10時～11時
○乳児健診
19日x午後１時15分～
○１歳２ヶ月児歯科健診
22日t午後１時15分～
○１歳６ヶ月児健診
25日w午後１時15分～
◆各種予防接種
○風しん予防接種（未接種）
４日w午後１時40分～
○ポリオ予防接種
９日u午後１時40分～
○ポリオ予防接種（未接種）
17日v午後１時40分～
○三種混合予防接種（未接種）
18日w午後１時40分～

１. 職種　生活相談員
２. 採用予定人員　２名
３. 資格要件　
①昭和39年４月２日以降に生まれ
た方
②社会福祉士又は社会福祉主事の任
用資格を有する方又は平成16年３
月31日までに資格取得見込みの方

４. 受験手続
①試験申込用紙等の請求方法
試験申込用紙等は施設で直接受領
するか、電話又は郵便で請求してく
ださい。（郵便の場合は宛先を明記
した角２号の封筒を同封）
②申込受付期間
12月１日から12月19日まで（土日
除く午前８時30分～午後５時30分ま
で）郵送の場合は、12月19日までの
消印のあるものに限ります。なお、
申込書の受け付けは施設に直接持参

するか郵送に限ります。
５. 試験日時及び会場等
①第一次試験
平成16年１月11日（日）
②第二次試験
平成16年２月上旬予定
③合格発表
平成16年２月下旬予定
④採用年月日
平成16年４月1日

６. 勤務地
（福）豊聖福祉会の施設
※試験の申込及び詳細についてのお問
い合わせは次の施設までお願いしま
す。

特別養護老人ホームほうせい園
T025－387－0900

特別養護老人ホーム聖豊はすがた園
T0254－27－7060

（福）豊聖福祉会　職員募集
特別養護老人ホーム開設に伴い次のとおり施設職員を募集します。
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税金の質問にお答えします

税務課からのお知らせ 税務課からのお知らせ 

役場税務課
T２７－１９５６（直通）

私は、今年の11月に会社を退職し、給料か
ら引かれている来年５月までの住民税を一括
天引きされました。今のところ他に就職でき
るまで、失業保険を受給して生活をしようと
考えています。私の来年の住民税はどうなる
のでしょうか。

あなたの15年度分住民税は、会社から一括
納入され完納しました。
16年度住民税につきましては、15年中の所
得に基づいて計算し、基準以上の所得があれ
ば課税され６月中旬に納税通知書が郵送され
ます。（来年収入がない場合でも同じです）
※雇用保険の失業給付金は非課税です。

Ｑ

A

12月は固定資産税の納入月です
12月は、固定資産税第４期の納入月です。町税
は年内に完納し、明るい正月をお迎えください。
口座振替により納税されている方は、平成16年１
月５日に指定口座から納税されます。

農業収入のある皆様へ
－収入400万円以上の方は収支内訳が必要です－
12月に入り稲や野菜、果樹などの販売はもうお
済でしょうか。
本年中に農作物の販売収入（自家消費も含む）

があった場合は、来年２月16日からの確定申告
（住民税申告）が必要です。特に収入が400万円以
上の方は、収入および支出の明細を各項目別に記
入して申告しなければなりません。このため、各
経費の領収書などは早めに取りまとめて帳簿付け
をしておいてください。
※400万円未満の方は、前年同様経費目安でも申告ができます。
※収入－支出＝20万円未満の方は住民税申告となります。

税金控除のための証明書を発行します

◆おむつに係る費用の医療費控除用証明書
平成15年中に介護保険法に基づく要介護・要

支援を受けた方で次の用件の総てに該当する場
合、市町村で証明書を発行できるようになりま
した。この証明書は、平成15年中に使用したお
むつ代分を医療費控除として平成16年に確定申
告する場合に発行します。
１．おむつ代について医療費控除を受けるのが
２年目以降である方

２．平成15年中に作成された、介護保険主治医
意見書に次の記載のある方
①日常生活自立度が一定基準以上（B1・B2・
C1・C2）であること
②発生可能性が高い病態で「尿失禁」の可能
性が「あり」であること

・平成15年中にお亡くなりになった方の証明書
も発行できます

◆老齢者の所得税、地方税上の障害者控除対
象者認定書
年齢65歳以上で心身に障害があり、身体障害

者に準ずる方に「障害者控除対象者認定書」を
次の要領で発行します。
１．平成15年中に介護保険法に基づく要介護・
要支援認定を受けた方
・介護保険認定調査票の日常生活自立度等
に基づき認定
・平成15年中にお亡くなりになった方の認
定書も発行できます

２．要介護・要支援認定を受けていない方で
「寝たきり」、「痴呆」の状態にある方
・平成15年中に、保健福祉課職員が、日常生
活自立度等を調査後、該当する場合認定

申請は 
保健福祉課へ 
必ず事前に電話連絡ください 

成人用おむつ・老齢障害者

※認定書の発行には申請が必要です。調査票等の確認が必要なため、希望される方は

必ず事前に保健福祉課へご連絡ください。

保健福祉課（保健福祉センター内）T27－6511



ご利用ください　町の融資制度 ご利用ください　町の融資制度 ご利用ください　町の融資制度 

広報聖籠 10

町では、長引く景気低迷で状況が悪化している中
小企業者の経営の安定を図るために融資を行ってい
ます。
【受付期間】通年。ただし、受付は平成16年２月27日
まで
【融資資格】
町内に在住し、町内に1年以上事業所又は店舗を有

し、次に該当する中小企業者とする。
①最近３か月の月平均売上高（建設業にあっては完成
工事高）が前年又は２年前の同期の月平均売上高に
比して減少し、経営に支障をきたしている者
②町税を完納している者
【資金使途】運転資金
【融資限度額】1,000万円以内
【償還期間】６年以内（据置き１年以内含む）
【融資利率】年2.3％（内町で1.3%利子補給）
【取扱金融機関】
第四銀行東港支店・北越銀行東港支店・新潟縣信用
組合聖籠支店・大光銀行新発田西支店・山形しあわせ
銀行新発田支店・殖産銀行新発田北支店・北越後農業
協同組合聖籠支店・北越後農業協同組合亀代出張所

役場産業観光課　商工観光係
T27－2111（内線122）

町中小企業不況対策
特別資金融資貸付

町では、長引く景気低迷で状況が悪化している中
小企業者の経営安定化を図るため、融資制度を行っ
ています。
【受付期間】通年。ただし、受付は平成16年2月27日まで
【融資資格】
町内に主たる事業所を有し、次に該当する中小企業
者とする。ただし、金融機関から取引停止処分を受け
ている者、保証協会から代位弁済を受け現に求償債務
のある者は除く。
①１年以上継続して同一事業を営んでいる者で、常時
使用する従業員が20人（商業又はサービス業は５人）
以下の法人又は個人
②町税を完納している者
【資金使途】運転資金・設備資金
【融資限度額】200万円以内
【償還期間】運転５年以内（据置き６か月以内含む）
【償還期間】設備７年以内（据置き６か月以内含む）
【融資利率】年2.3％（内町で1.3%利子補給）
【取扱金融機関】
第四銀行東港支店・北越銀行東港支店・新潟縣信用
組合聖籠支店・大光銀行新発田西支店・山形しあわせ
銀行新発田支店・殖産銀行新発田北支店・北越後農業
協同組合聖籠支店・北越後農業協同組合亀代出張所

聖籠町商工会
T27－2078

町無担保無保証人
融資貸付金融資
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け
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発
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地
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広
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消
防
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部
か
ら
の
お
願
い

火

冬
期
を
迎
え
、
火
気
の
使
用
が
多

く
な
り
火
災
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
、

さ
ら
に
降
積
雪
等
に
よ
り
消
防
活
動

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
災

害
の
な
い
「
安
全
」「
安
心
」
な
町
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

１．

道
路
除
雪
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し

な
ど
で
消
防
水
利
（
消
火
栓
、
防

火
水
槽
、
河
川
な
ど
）
を
ふ
さ
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２．

冬
囲
い
に
よ
り
避
難
口
が
限
定

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
宅

の
避
難
口
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二
方
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以
上
確
保
し
、

自
力
避
難
が
困
難
な
人
は
避
難
口

の
近
く
の
部
屋
で
生
活
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３．

降
積
雪
等
の
た
め
救
急
車
が
目

的
地
ま
で
行
け
な
い
場
合
、
付
近

の
方
に
担
架
な
ど
に
よ
る
搬
送
の

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

４．

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
ゴ
ム
ホ
ー

ス
の
点
検
、
換
気
の
励
行
に
心
が

け
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
等

を
干
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〔
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際
の

注
意
事
項
〕

・
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
は
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い

・
給
油
す
る
と
き
は
完
全
に
消
火
し

て
か
ら
行
い
、
そ
の
場
を
離
れ
な

い
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
タ
ン
ク
は
給
油

し
た
そ
の
場
で
キ
ャ
ッ
プ
を
確
実

に
し
め
、
も
れ
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
運
ぶ
。

・
ス
ト
ー
ブ
を
移
動
す
る
時
は
、
必

ず
消
火
し
て
か
ら
運
ぶ
。

・
芯
上
下
式
の
ス
ト
ー
ブ
は
炎
の
調

整
を
正
し
く
行
い
、
不
完
全
燃
焼

さ
せ
な
い
。

５．

灯
油
な
ど
を
多
量
に
貯
蔵
す
る

場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

火
災
予
防
条
例
に
基
づ
く
適
正
な

貯
蔵
取
扱
を
し
ま
し
ょ
う
。

新
発
田
地
域
広
域
消
防
本
部

T
２
２
―
９
０
７
３
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町では、１歳から６歳までの小学校入学

前まで、医療費の一部を助成しています。

12月で１歳を迎えるお子さんの保護者の皆

さんは、12月中に手続きをしていただくこ

とになります。

手続き方法は次の通りです。

平成14年12月生の方

手続きに必要なもの

①印鑑　②保険証

手続場所

保健福祉課（保健福祉センター内）幼児

医療担当

この手続きを済ませないと医療費助成を

受けられない場合もあります。ご注意くだ

さい。

保健福祉課　T27－6511

手続きを忘れずに
幼児医療費助成

12月13日y・14日s

午前10時～午後４時

（14日は午後３時まで）
しばたショッピングセンター内

コモプラザ

◆刑務作業製品の展示即売

・家具（各種タンス、食器棚等）

・金属製品（バーベキューコンロ等）

・革製品（靴、ベルト、バッグ等）

・木彫製品（堆朱等）

・その他刑務所製品の展示即売

◆矯正施設の紹介

・写真パネル等による被収容者生活状況を紹介

主催：P矯正協会刑務作業協力事業部

後援：新潟刑務所
刑務作業協力事業部新潟地方事務所

T025－257－1214

第5回新発田刑務作業製品展示即売会

◆「セイルトレーニング」とは？◆ 
～セイルトレーニングの魅力に触れてみませんか～ 
◆「セイルトレーニング」とは？◆ 

～セイルトレーニングの魅力に触れてみませんか～ 
◆「セイルトレーニング」とは？◆ 

～セイルトレーニングの魅力に触れてみませんか～ 
新潟県では、平成14年度から帆船「あこが

れ」・「海星」を招致してセイルトレーニング
事業を行い、これまで約650名の参加者から体
験してもらいました。
セイルトレーニングとは、一般の人がチーム

ワークで帆船を操ることを通じて、連帯感や決
断力、協調精神を養うことを目的としたプログ
ラムです。
そんな、セイルトレーニングの魅力をより多

くの皆さんに知ってもらうため、『セイルトレー
ニング講座』を開催します。

▼お申し込みなど詳しくは
新潟県総合政策部企画課

T025（280）5269 まで
県新発田地域振興事務所地域振興課

T0254（22）8612 まで

12月18日w午後２時～３時30分
県新発田総合庁舎　大会議室（3階）

講　師　今井常夫さん
（元日本セイルトレーニング協会 常務理事事
務局長、前セイル大阪 参事）

定　員　60名（事前申し込みをお願いします）
入　場　無料

セイルトレーニングには 
　　どんな効果があるの？ 

今、なぜ 
　セイルトレーニング 
　　　　　　　　なの？ 

セイルトレーニング 
　　　　　　　って何？ 
 

近くに海がないけど 
　　　　　関係あるの？ 
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◆
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
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月
７
日
s

午
後
１
時
〜
４
時
（
随
時
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付
）

小
学
生
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員
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し
（
当
日
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付
）

身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ル
プ
で
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す

料
金

入
館
料
の
ほ
か
に
50
円

県
立
自
然
科
学
館

T
０
２
５
―
２
８
３
―
３
３
３
１

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
相
談
窓
口

○
け
い
さ
つ
相
談
室

T
０
２
５
（
２
８
３
）
９
１
１
０

又
は
♯
９
１
１
０

○
県
弁
護
士
会

T
０
２
５
（
２
２
３
）
８
２
５
２

○
県
司
法
書
士
会

T
０
２
５
（
２
２
５
）
９
３
３
３

○
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

T
０
２
５
（
２
８
１
）
５
５
１
５

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

県
庁
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政
係

T
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
３
５

緊
急
！
ヤ
ミ
金
融
対
策

―教養学部・大学院修士科目生―
放送大学は、テレビとラジオを利用して大学教育を
行っている通信制の４年制大学です。入学試験はあり
ません。スカイパーフェクＴＶ！（ＣＳデジタル放送）
を利用して自宅で視聴でき大学卒業の資格が取得でき
ます。学習センターを利用してテープによる視聴、テー
プの貸し出しを受けての自宅での視聴もできます。
◆募集する学生の種類
○教養学部 ・全科履修生：卒業を目指す学生

・選科履修生：一年間在学する学生
・科目履修生：一学期間在学する学生

○大学院 ・修士科目生：一学期間在学する学生
◆募集期間 平成15年12月15日～平成16年２月29日
◆学費 各コースで入学料、授業料が必要です
◆資料請求可（無料送付）
〒951－8122

新潟市旭町通一番町754
放送大学新潟学習センター
T025－228－2651

あなたも放送大学の学生になってみませんか！
平成16年度　第1学期（4月入学）

放送大学学生募集
地域の貴重な財産である加治川。
その豊かな自然環境を守り、育てて、次の世代に引き
継ぐために、いまなにをしたらよいか一緒に考えてみま
せんか。
みなさんの加治川への思いを話してください。
12月14日r 午後１時から４時頃まで
新発田市五十公野　
新発田市ふるさと会館１F多目的ホール

●パネルトーク
加 治 川 ネット21 理事長　若月　学
加治川を愛する会 会　長　市嶋　正巳
地域づくりアドバイザー 渡辺　和顕
アドバイザー　 榎本　国男
●フリートーク
参加者によるフリートーク。
テーマ「加治川の恵みを守り、育てるために必要なこと」
申込期限 12月９日u

県新発田地域振興事務所
T22－8612

県
立
自
然
科
学
館
教
室
ご
案
内

平
成
15
年
工
業
統
計
を
12
月
31
日
現

在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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１

役
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１
（
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線
２
１
２
）

携
帯
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話
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及
に
伴
い
、
障
害
者

の
方
に
お
い
て
も
日
常
生
活
に
も
っ
と

携
帯
を
幅
広
く
利
用
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た
だ
く
た
め

に
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Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
、ボ
ー
ダ
フ
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式
会
社
、
ツ
ー
カ
ー
グ
ル
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プ
３

社
が
、
新
し
い
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
ま
す
。

◆
対
象
者

次
の
障
害
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

●
身
体
障
害
者
手
帳

●
療
育
手
帳

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
注
）
障
害
の
種
類
、
程
度
に
か
か
わ

ら
ず
利
用
で
き
ま
す
が
、
右
記
の
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

こ
の
割
引
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
か

か
る
照
会
は
各
事
業
所
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

講
師

惣
万
　
佳
代
子
さ
ん

（
富
山
市
デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
こ
の
ゆ

び
と
ー
ま
れ
代
表
）

新
発
田
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

T
26
―
９
１
２
７

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き

生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
み

ん
な
で
支
え
合
う
地
域
社
会
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
９
日
u

午
後
１
時
〜
４
時

新
発
田
市
民
文
化
会
館

第
１
部

私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
私
の
伝

え
た
い
こ
と
）
障
害
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

第
２
部

特
別
講
演
「
子
ど
も
も
障
害

者
も
お
年
寄
り
も
一
緒
に
す
ご
そ

う
」
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
目
指

す
も
の

み
ん
な
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

携
帯
電
話
基
本
使
用
料
等
の
割
引
の
お
知
ら
せ

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

加治川の恵み・トーク＆トーク開催 

～加治川の恵みを育てよう～  

ヤ
ミ
金
融
一
斉
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す次

の
団
体
・
機
関
で
専
用
電
話
を
設

置
し
ま
す
。（
一
部
一
般
相
談
電
話
と

共
通
）

12
月
15
日
t
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完成期限業　者　名契約額（円）工事（件）名

入 札 結 果

2,152,500

16,905,000

1,785,000

3,097,500

4,095,000

2,467,500

29,715,000

4,830,000

10,500,000

10,500,000

14,280,000

曽根建㈱

㈱丸昭工務店

㈱下越道路

㈱聖測コンサルタント

㈱岩測設計

㈱加賀田組下越営業所

曽根建㈱

フジマ鋪道㈱

㈱鶴見製作所

加賀田・入山
特定共同企業体

H16.03.18

H16.03.18

H15.12.07

H16.03.25

H16.03.25

H16.01.01

H16.03.14

H16.03.14

H16.02.03

H16.03.14

H16.03.14

公下工第23号杉谷内458号管渠整備工事

特下工第22号本三賀225号管渠整備工事

舗第２号寺島網代浜線道路舗装工事

用第２号二本松山大夫線道路用地測量業務委託

用第６号聖中ケ丘２号線道路用地測量業務委託

特下舗第１号本三賀管渠整備工事に伴う舗装復旧工事

公下工第16号杉谷内225号管渠整備工事

公下工第53号杉谷内公共汚水桝設置工事（その１）

公下舗第1号杉谷内管渠整備工事に伴う舗装復旧工事

公下工第9号杉谷内第18マンホールポンプ設置工事

特下工第５号本三賀第７・第８マンホールポンプ設置工事

（10月21日～11月6日）

10

 

（注１）届出の際に、ご承諾をいただいた方のみ掲載して
おります。
（T27－2111  内線112  町民サービス係）

（注２）渡邊さんの「邊」という文字など略して掲載
しています。戸籍に記載されている正確な氏
名と多少異なる場合があります。ご了承くだ
さい。

赤ちゃん 保護者 誕生日 行政区

ななかちゃん （加　　幸治） 08.18 旭 ケ 丘

月
る

渚
な

ちゃん （松田　克博） 09.24 亀　　塚

海
み

優
ゆう

ちゃん （松田　克博） 09.24 亀　　塚

愛
まな

果
か

ちゃん （長谷部武志） 09.29 二 本 松

桂
けい

子
こ

ちゃん （阿部　政則） 10.01 亀　　塚

咲
さ

希
き

ちゃん （高松　　豊） 10.06 亀　　塚

光
ひか

流
る

ちゃん （渡辺　邦春） 10.13 次 第 浜

司
つかさ

ちゃん （戸石　賢一） 10.18 山 大 夫

晋
しん

也
や

ちゃん （高橋　晃裕） 10.21 道賀新田

裕
ひろ

也
や

ちゃん （大島　　晃） 10.29 尾沢ケ丘

新郎・新婦

高　松　利
とし

樹
き

さん

（高橋）美
み

恵
え

さん

神　田　正
まさ

志
し

さん

（鈴木）彩
あや

香
か

さん

届出日 行政区

｝ 10.10   亀 　 塚

柴　田　豊
よし

親
ちか

さん

（佐藤）さゆりさん｝ 10.10   亀 　 塚

加　藤　　　将
まさる

さん

（若月）加
か

奈
な

恵
え

さん｝ 10.16   蓮 　 野

阿　部　智
さと

志
し

さん

（渡辺）恵
え

美
み

さん｝ 10.26   聖中ケ丘

栗　原　啓
けい

太
た

さん

（木川）ゆかりさん｝ 10.26   東 　 山

伊　藤　栄
えい

二
じ

さん

（石栗）信
のぶ

美
み

さん｝ 10.30   蓮 　 潟

野　田　憲
のり

光
みつ

さん

（阿部）千
ち

勢
せ

さん｝ 10.10   別 　 條

｝ 10.10   蓮 　 潟

氏　　名 年　齢 死亡日 行政区

渡　辺　イワノさん （73歳） 10.01 網 代 浜

出　戸　末
すえ

治
じ

さん （79歳） 10.04 八　　幡

坂　上　末
すえ

吉
きち

さん （86歳） 10.06 二 本 松

遠　藤　謙
けん

蔵
ぞう

さん （89歳） 10.17 藤　　寄

堀　　　ム　ツさん （95歳） 10.21 蓮　　潟

高　崎　　　淳
きよし

さん （67歳） 10.22 正 　 庵

天　尾　元
もと

次
じ

郎
ろう

さん （89歳） 10.29 藤　　寄

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

新明和工業㈱
新潟営業所

新発田地域広域圏を構成する新発田市、聖籠町、中条町、紫雲

寺町、加治村、黒川村のいずれかで行われる四季折々の「行事」

（伝統行事や地域行事、祭り、催物など）を題材に、その実施風

景や参加者、来場者などにスポットを当てた写真を募集します。

皆さん、奮ってご応募ください。

◆募集締切

平成16年１月30日まで

◆応募資格

どなたでもご応募できます。

◆賞

新発田地域広域事務組合事務局企画振興課
T26－1501

※応募方法や応募に関する内容は、県内カメラ取扱店や広域構成

市町村、新発田地域広域事務組合に設置の｢募集チラシ｣又は｢広

域ホームページ｣をご覧ください。

〇ホームページアドレス

http://www.inet-shibata.or.jp/̃s-kouiki/

賞の名称 数 賞金・商品
①大賞 １ 10万円・受賞盾・賞状
②優秀賞 ３ ２万円・受賞盾・賞状

③七色賞 ７
５千円相当の圏域内の物産・
受賞盾・賞状

④審査員特別賞 ２
３千円相当の圏域内の物産・
受賞盾・賞状

⑤佳作 12
２千円相当の圏域内の物産・
賞状

新発田地域広域圏
フォトコンテスト作品募集

テーマ　～新発田地域広域圏内の「行事」～

新発田地域広域圏
フォトコンテスト作品募集

テーマ　～新発田地域広域圏内の「行事」～

新発田地域広域圏
フォトコンテスト作品募集

テーマ　～新発田地域広域圏内の「行事」～
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元気に育ってね！
この写真は保健福祉センターで行
われる乳児健診会場で撮影してい
ます。

町の宝
で～す

10月の乳児健診から

ばろひのなんみ

小林　泰
たい

平
へい

ちゃん
H15.6.7生

滝澤　夢
む

紅
く

ちゃん
H15.6.3生

大谷　海
かい

翔
と

ちゃん
H15.6.12生

横堀　航
こう

太
た

ちゃん
H15.6.12生

渡辺　真
ま

琴
こと

ちゃん
H15.6.17生

神田　芳
か

純
ずみ

ちゃん
H15.6.11生

山口　純
じゅん

汰
た

ちゃん
H15.6.16生

天野　明
あか

音
ね

ちゃん
H15.6.1生

高橋　成
なる

美
み

ちゃん
H15.6.19生

山口　大
ひろ

翔
と

ちゃん
H15.6.9生

和田　茉
ま

鈴
りん

ちゃん
H15.6.28生

澁谷　菜
な

々
な

美
み

ちゃん
H15.6.24生

10
月
27
日
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
東
港
地
内

（
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
跡
地
）
に
完
成

し
、
町
か
ら
は
町
長
及
び
後
援
会
関

係
者
が
招
待
さ
れ
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

竣
工
式
の
後
、
町
長
、
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
池
田
社
長
、

Ｊ
リ
ー
グ
鈴
木
チ
ェ
ア
マ
ン
、

反
町
監
督
ら
に
よ
る
記
者
会
見

が
行
わ
れ
、Ｊ
リ
ー
グ
鈴
木
チ
ェ

ア
マ
ン
は「
Ｊ
リ
ー
グ
の
理
事
会

に
お
い
て
聖
籠
町
が
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
に
追
加
承
認
さ
れ
た
。
集

客
の
多
い
新
潟
が
静
岡
の
よ
う

に
サ
ッ
カ
ー
処
に
な
れ
ば
、」
と

期
待
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
か
ら
は
「
町
を

あ
げ
て
歓
迎
し
た
い
。
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
に
承
認
さ
れ
大
変
あ
り

が
た
い
。
ま
た
、ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

に
な
っ
た
こ
と
で
、新
発
田
市
や

紫
雲
寺
町
な
ど
近
隣
市
町
村
の

広
域
的
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

蓮
野
小
学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら

道
徳
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、「
人
生

を
語
る
」
と
題
し
て
、
先
生
方
や
一

般
の
様
々
な
分
野
の
方
々
か
ら
講
話

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
10
回
目
の
今
回
は
、
昨
年
度
の

「
音
楽
鑑
賞
会
」
の
際
に
顔
を
合
わ
せ

た
、
当
時
の
５
年
生
の
児
童
と
町
長

と
の
「
蓮
野
小
学
校
に
来
て
く
だ
さ

い
。」、「
必
ず
行
き
ま
す
。」
と
い
う

約
束
が
実
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

町
長
は
、
家
族
構
成
、
幼
少
時
代

の
生
い
立
ち
、
役
場
に
採
用
さ
れ
て

か
ら
町
長
に
な
る
ま
で
の
経
歴
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

講
話
の
最
後
に
町
長
か
ら
児
童
へ
、

「
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
、
つ
ら
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
決
し
て
逃
げ
て
は

い
け
な
い
。
自
分
の
こ
と
は
自
分
で

が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
涙

を
流
し
て
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
が
あ
る
。」、「
弱
い
も
の
い

じ
め
は
人
間
と
し
て
恥
ず
か
し
い
こ

と
。
暴
力
や
言
葉
の
い
じ
め
は
、
何

ら
か
の
か
た
ち
で
自
分
に
返
っ
て
く

る
。
友
だ
ち
に
は
同
じ
目
線
で
向
い

あ
っ
て
温
か
い
気
持
ち
で
接
し
て
も

ら
い
た
い
。」
そ
し
て
「
人
に
与
え
た

優
し
さ
は
必
ず
自
分
に
返
っ
て
く

る
。」
と
話
し
、
児
童
は
真
剣
な
表
情

で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

― 聖 籠 町 が ホ ー ム タ ウ ン に 追 加 承 認 ―

聖
籠
町
東
港
地
内
に

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
完
成

蓮
野
小
学
校
６
年
生
　
町
長
か
ら
道
徳
の
授
業

▲渡e町長　▲鈴木チェアマン　▲池田社長　　▲反町監督



村山　水きちゃん・８歳 えんどう　ちかさん・７歳 佐藤　まよくん・６歳 高橋　綾香さん・５歳

ブゥ－　16歳

キティ　　中２

アンパンマン・12歳 にくまん・10歳 高口　千明ちゃん・10歳
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イ
ラ
ス
ト
自
慢 

投稿するときは濃い鉛筆かペ
ンで描いてください。（薄い
ものは掲載できません）
名前は必ず書いてください。
（ペンネーム希望の場合は名
前の横にペンネーム『○○○
○○』と書いてください）

衆院選にひと役　若者たちがキャンペーンを衆院選にひと役　若者たちがキャンペーンを

私
た
ち
の
町
で
は
、
過
去
の
国
政
選
挙
を

見
ま
す
と
投
票
率
が
県
下
で
も
最
下
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
で
は
、
貴
重
な
投
票
権
を
棄
権
す
る
こ

と
な
く
行
使
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
若
者
に
応
援
を

戴
い
て
、
棄
権
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。

11
月
３
日
文
化
の
日
、
10
人
の
若
者
た
ち

は
、
町
民
会
館
前
の
広
場
に
集
ま
っ
た
大
勢

の
町
民
中
に
入
っ
て
テ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を

配
り
な
が
ら
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
あ

る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
そ
の
日
は
忙
し
い

の
で
、
行
く
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
た
。
若
い
人

に
頼
ま
れ
た
の
で
、
や
っ
ぱ
り
投
票
に
行
く

こ
と
に
し
た
よ
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
若
者
に
、
今
回
の
選
挙
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
日
本
の
未
来
は
、

自
分
の
未
来
だ
！
だ
か
ら
投
票
に
行
き
ま

す
。」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
特

衆議院小選挙区選出議会議員選挙
（平成15年11月9日執行）

投票区 行　　政　　区 投票率
（％）

四ッ屋・道賀新田・上大谷内・
真野・丸潟・桃山・山倉・苔沼

58.06第１

中の橋・本諏訪山・山諏訪山・
本大夫・山大夫・聖中ケ丘・尾
沢ケ丘・稲の平・ひばりが丘

55.39第２

本三賀・山三賀・二本松・外
畑・正庵・東山

55.32第３

甚平衛橋・　潟・　潟新田

藤寄・大夫興野・旭ケ丘

網代浜

次第浜

亀塚

蓮野・杉谷内・別條・八幡・東
港四丁目

60.02

50.08

53.04

54.64

47.63

61.78

54.74

第４

第５

第６

第７

第８

第９

合　計

投票率

別
な
こ
と
が
な
い
限
り
、
私
も
自
分
の
た
め
に
投

票
に
行
き
ま
す
。」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
の
参
加
を
戴
き
な
が
ら
投
票
率
向

上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

C
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３
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日

間
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わ
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り
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せ
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ろ
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秋

祭
り
‘03
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

大
勢
の
皆
さ
ん
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

文
化
祭
は
２
日
間
で
約

４
、１
０
０
人
、
ふ
る
さ
と

芸
能
歌
謡
祭
は
延
べ
約

１
、０
０
０
人
の
皆
さ
ん
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
賑
わ
い
を
ス
ナ
ッ
プ

で
お
伝
え
し
ま
す
。

▲町民茶会 ▲民謡流し

▼農産物の販売

▲錦鯉プレゼント

▲ひとやすみ▲バレエ

▲よさこいソーラン

▲よさこいソーラン

▲フリーマーケット▲新舞踊


